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ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

と 奮 闘 す る ― ― 。　
上 映 は 、 午 前

1 0時 か ら

1 1時

3 5分 ま で と 、 午 後 ２

時 か ら ３ 時

3 5分 ま で の ２

回 。 前 売 り 券 は 、 一 般 １５ ０ ０ 円 、

6 0歳 以 上 の シ

ニ ア １ ２ ０ ０ 円 、 学 生 ・子 ど も は ８ ０ ０ 円 。 同館 、 Ｙ Ｃ Ａ Ｍ 、 ロ ー ソ ンチ ケ ッ ト で 購 入 で き る 。当 日 券 は そ れ ぞ れ 、 １ ８０ ０ 円 、 １ ５ ０ ０ 円 、 １０ ０ ０ 円 に な る 。 未 就 学

　 「 仏 哲 カ フ ェ 」 が 、 ２月 ７ 日  （ 土 ）  午 後 １ 時 半 から ３ 時 ま で 、 本 願 寺 山 口別 院 （ 山 口 市 小 郡 花 園 町３ ） で 開 か れ る 。　
山 口 大 国 際 総 合 科 学 部

の 教 授 で 哲 学 者 の 小 川 仁志 さ ん と 、 超 勝 寺 （ 山 口市 徳 地 岸 ） 住 職 で 著 述 家の 大 來 尚 順 さ ん が 、 参 加者 の 悩 み に 回 答 す る 。　
小 川 さ ん は 、 商 社 マ

ン 、 フ リ ー タ ー 、 公 務 員を 経 て 哲 学 の 道 へ 。 テ レビ 番 組 等 で も 活 躍 し 、 哲学 を 日 々 の 悩 み に 役 立 つツ ー ル と し て 伝 え て いる 。 大 來 さ ん は 、 日 本 とア メ リ カ で 仏 教 を 学 び 、国 際 的 な 視 点 か ら 仏 教 を伝 え て い る 。

　
２ 人 と も 著 書 多 数 で 、

昨 年

1 1月 に は 「 そ の 悩

み 、 哲 学 者 と お 坊 さ ん はこ う 答 え る 」  （ 法 蔵 館 ）を 共 著 で 出 版 し た 。 こ の催 し は 、 そ れ を 記 念 して 、 本 の タ イ ト ル そ の まま に 開 か れ る 。　
誰 で も 無 料 で 参 加 可 能

だ が 、 事 前 の 申 し 込 み が必 要 。 参 加 希 望 者 は 本 願寺 山 口 別 院 へ 電 話 （
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１ ）  、 メ ー ル （
hanza

wa
@

ya
maguchikyoku.jp

）  、 専

用 応 募 フ ォ ー ム （ 二 次 元コ ー ド か ら ） の い ず れ か

　

映 画

「 父 と 僕の 終 わ らな い 歌 」（ ２ ０ ２５ 年 、 日本 ） が 、２ 月

1 1日

（水 ・祝 ） に 山口 市 民 会館 （ 山 口市 中 央

２ 、

☎
０ ８ ３

－

９ ２ ３

－

１ ０ ０ ０ ） で 上 映 さ れる 。　
か つ て レ コ ー ド デ ビ ュ

ー を 夢 見 た も の の 、 息子 ・ 雄 太 （ 松 坂 桃 李 ） のた め に そ の 夢 を 諦 め た 間宮 哲 太 （ 寺 尾 聰 ） は 、 横須 賀 で 楽 器 店 を 営 み な がら 、 時 折 地 元 の ス テ ー ジで 歌 声 を 披 露 し て は 喝 采を 浴 び て き た 。 だ が 、 ある 日 哲 太 は ア ル ツ ハ イ マー 型 認 知 症 と 診 断 さ れ てし ま う 。 す べ て を 忘 れ ゆく 哲 太 だ っ た が 、 大 好 きな 歌 を 歌 う 時 だ け は 以 前の ま ま 。 そ の こ と を 知 った 雄 太 、 強 く 優 し い 哲 太の 妻 ・ 律 子 （ 松 坂 慶子 ）  、 強 い き ず な で 結 ばれ た 哲 太 の 幼 な じ み らは 、 彼 の 夢 を か な え よ う

応  募  フ ォ ー  ム

応  募  フ ォ ー  ム

か ら 申 し込 む こと 。

次 回 は 2 月 4 日 掲 載

︻ フ ル ー ト ・ サ ッ ク ス ・オ カ リ ナ 生 徒 募 集 ︼

無 料

体 験 レ ッ ス ン 有 。 楽 器 無で も Ｏ Ｋ ！ 初 心 者 歓 迎 。☎
０ ８ ３ ６ ３ ５ ８ ２ ３ ４

希 望 者 は 「 身 近 で あ っ た 楽 し い 出 来 事 ・
話 題 」 （ 匿 名 で の 紙 面 紹 介 あ り ） 、 氏 名 、
年 代 、 郵 便 番 号 、 住 所 、 電 話 番 号 、  
メ ー ル ア ド レ ス 、 希 望 鑑 賞 時 間 を 明 記
し 、 は が き （ 宛 先 は 題 字 横 参 照 ） ま た
は 応 募 フ ォ ー ム で サ ン デ ー 山 口 「 父 と
僕 の 終 わ ら な い 歌 」 係 へ 。 ２ 月 ３ 日

（ 火 ） 必 着 。 当 選 者 の 発 表 は 、 商 品 の 発 送
を も っ て 代 え さ せ て い た だ き ま す 。

読  者  プ  レ  ゼ  ン ト

招 待 券 ペ ア ５ 組

︻ 催 場 ︼ ~ ２ 月

1 4日

︵ 土 ︶  :

バ レ ン タ イ ン 特 設

会 場

︻ 美 術 ギ ャ ラ リ ー ︼

~ ２ 月 ２ 日  ︵ 月 ︶  :

安 川 眞

慈 墨 彩 画 展

　
福 き た る 、

花 田 和 彦 作 陶 展

　
花 絵 の

半 陶 半 磁 山 口 井 筒 屋
［ ５ 階 ］ 今 週 の 催 し 案 内

小 川 教 授 と 大 來 住 職 が 悩 み に 回 答「 仏 哲 カ フ  ェ  」２ 月 ７ 日

山 口 市 民 会 館 で 午 前 と 午 後 に 上 映

映 画 「 父 と 僕 の 終 わ ら な い 歌 」

２ 月

1 1日

学
　 　

ぶ

児 は 入 場不 可 。
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そ の 作 品 が ６ 点 も 国 宝 に 選 ば れ て い る 画

聖  ・  雪 舟 こ そ は 、  大 内 文 化 の 大 立 役 者 と 言 って も 過 言 で は な い だ ろ う 。 し か も 、 そ の 多く は 山 口 滞 在 中 、 大 内 氏 か ら 与 え ら れ た アト リ エ ・ 雲 谷 庵 で 描 か れ た と 言 わ れ て いる 。 そ し て 、 彼 の 作 と 伝 わ る 雪 舟 庭 も 、 彼の 作 風 で あ る 画 禅 一 致 を 体 現 す る 水 墨 画 、例 え ば 毛 利 博 物 館 所 蔵 の 「 四 季 山 水 図 」 を見 る よ う で 、 明 で 本 格 的 に 水 墨 画 を 学 ん だ彼 な ら で は の 傑 作 だ と 言 え よ う 。 庭 の 造 りは 、 中 央 に 池 を 設 け た 池 泉 回 遊 式 庭 園 で 、手 前 に 枯 山 水 、 そ の 背 後 に 心 字 池 、 そ の 奥に 渓 谷 や 枯 滝 を 配 し て お り 、 常 栄 寺 本 堂 から 、 ま た 池 沿 い の 園 路 か ら の 眺 め は 、 ど こを と っ て も 見 事 と し か 言 い よ う が な い 。

　
機 会 が あ れ ば 、 本 堂

の 畳 に ジ ッ と 座 っ て 、し ば し 庭 園 を 眺 め 、 そし て 静 か に 目 を 閉 じ て瞑 想 す れ ば 、 あ る い は禅 の 境 地 ら し き も の に到 達 す る こ と が 出 来 るか も し れ な い 。 ぜ ひ お試 し あ れ 。

常 栄 寺 雪 舟 庭
（ 山 口 市 宮 野 下 ）

文  ・  イ ラ  ス  ト ＝

古 谷 眞 之 助

1 0

2 1 2 1

フ ー ド ド ラ イ ブ 活 動 にご 協 力 く だ さ い〜  コ ー プ や ま ぐ ち で １ 年 間 に １ 万 ２ ０ ０ ０ 点 〜　
コ ー プ や ま ぐ ち で は 、 食 品 ロ ス 削 減

や 、 コ ロ ナ 禍 に よ る 休 校 で 給 食 が な くな り 、 困 っ て い る 親 子 へ の 支 援 と し て注 目 さ れ た 「 フ ー ド ド ラ イ ブ 」 活 動 を行 っ て い ま す 。　
コ ー プ の お 店 「 こ こ と 」 全 店 に は フ

ー ド バ ン ク ポ ス ト を 設 置 し て い ま す 。ま た 、 宅 配 事 業 で も 年 に 一 度 、 組 合 員さ ん の ご 家 庭 で 余 っ た 食 品 を 集 め る 活動 を 行 っ て い ま す 。

　
店 舗 で は 、 実 施 団 体 （ Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 フ ー ド バ ン ク 山 口 ） に よ り 、 フ ー ド

バ ン ク ポ ス ト に 入 っ た 食 品 は 定 期 的 に 収 集 さ れ 、 福 祉 施 設 等 で 活 用 さ れて い ま す 。 宅 配 で 集 ま っ た 食 品 は 、 地 域 の 組 合 員 と 職 員 と で 協 力 し 、 ＮＰ Ｏ 法 人 フ ー ド バ ン ク 山 口 の 地 域 ス テ ー シ ョ ン に お 届 け し て い ま す 。　
コ ー プ や ま ぐ ち に １ 年 間 で 集 ま っ た 食 品 数 は 、 ２ ０ ２ ４ 年 度 で １ 万 ２

０ ０ ０ 点 で し た 。　
コ ー プ や ま ぐ ち で は 、 国 内 外 で 甚 大 な 被 害 を も た ら し た 自 然 災 害 の 被

災 者 に 対 し て 、 迅 速 な 支 援 を 行 え る よ う 「 虹 の 助 け 合 い 基 金 」 を 積 み 立て て い ま す 。　
２ ０ ２ ５ 年

1 1月

1 8日 に 大 分 市 佐 賀 関 で 発 生 し た 火 災 被 害 に 対 し 、 大 分

県 生 協 連 か ら の 呼 び か け が あ り 、  「 大 分 県 大 分 市 佐 賀 関 大 規 模 火 災 支 援 募金 」 に 「 虹 の 助 け 合 い 基 金 か ら 」

3 0万 円 を 寄 付 し ま し た 。

　
お 届 け し た 募 金 は 、 主 に 「 義 援 金 」 と し て 大 分 県 ま た は 大 分 市 に 届 け

ら れ 、 被 災 者 支 援 に 役 立 て ら れ ま す （ 被 災 地 の 状 況 に よ っ て は 「 支 援金 」 と し て 活 用 さ れ る 場 合 が ご ざ い ま す ）  。　
「 虹 の 助 け 合 い 基 金 」 に ご 協 力 い た だ い た 皆 さ ま 、 誠 に あ り が と う ご ざ

い ま し た 。 今 後 も 災 害 発 生 時 に 迅 速 な 支 援 を 行 え る よ う 、  「 虹 の 助 け 合 い基 金 」 へ の ご 協 力 を よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。「 大 分 県 大 分 市 佐 賀 関 大 規 模 火 災 支 援 募 金 」  に「 虹 の 助 け 合 い 基 金 」  か ら

3 0万 円 を 寄 付 し ま し た

フ ー ド バ  ン ク ポ ス ト で 回 収 で き る も の・ 缶 詰 や お 菓 子・ 嗜 好 品 （ 茶 葉 な ど ）・ 乾 物 、 麺 類 、 イ ン ス タ ン ト 食 品 、 レ ト ル ト 食 品・ 飲 料 （ ジ ュ ー ス 、 お 茶 、 飲 料 水 な ど ）・ 調 味 料 、 食 用 油・ 特 殊 な 食 品 （ ベ ビ ー フ ー ド ・ 離 乳 食 な ど ）・ 備 蓄 品 （ 乾 パ ン な ど ）※ 賞 味 期 限 が １ カ 月 以 上 あ る も の を お 願 い し ま す 。

サ ン デ  ー 山 口 は 、  山 口 市  ・  美 祢 市  ・  宇 部 市  （  一  部 ）  ・  防 府 市  （  一  部 ）  で の 新 聞 折 り 込 み と 各 所  へ  の 設 置 で 、  み な さ ま に お 届 け し て  い  ま す 。  紙 面 に 載 り 切 ら な  い 情 報 は ウ  ェ  ブ サ イ ト に 掲 載 し て  い  ま す 。  ぜ ひ ご 覧 く だ さ  い 。


